
賀露の古民具 ～古民具アーカイブ「鳥ケ島庵（とりがしまあん）」～ 

 

賀露地区公民館には、かつて賀露の人々が暮らしの

中で使っていた、漁具や農具、生活道具など、さまざ

まな古民具が収蔵されています。これらの古民具は、

当時の暮らしや仕事の様子、人々の知恵や工夫を今に

伝える貴重な地域の歴史資料です。 

 

現在、公民館では古民具の整理と調査を少しずつ進

めています。その成果を、古民具アーカイブ「鳥ケ島

庵（とりがしまあん）」としてまとめ、地域の歴史や

昔の暮らしを身近に感じていただけるよう、順次ご紹

介していきたいと考えています。 

 

「アーカイブ」とは、歴史的・文化的な資料や記録を収集・整理・保存し、必要なときに活用

できるようにする仕組みや、その資料群のことです。「鳥ケ島庵」は、賀露の歴史を象徴する鳥

ケ島の名をいただきました。「庵（いおり）」には、小さな住まいや建物という意味があります。

ここでは、賀露の古民具や地域資料を大切に収め、守り、次の世代へ伝えていく小さな場所とい

う思いを込めています。 

 

手始めとして、湖東中学校の生徒の皆さんが、古民具の一部について調べ、自分たちなりに考

えたことを動画にまとめてくれました。動画は YouTube で公開しています。皆さまも、古民具か

ら伝わる先人たちの知恵や工夫、賀露の歴史や昔の暮らしに思いを巡らせていただければ幸いで

す。 

 

櫛（くし）と簪（かんざし） 

髪を整えたり飾ったりする道具について、昔のおしゃれと今

のおしゃれを比べながら考えてみました。 

 

農具と生活用具 

昔の農具や生活道具をもとに、お弁当ができるまでの流れを

たどり、人々の暮らしとのつながりを探ってみました。 

 

漁具 

カニかごや地引網を題材に、漁に生かされた知恵や工夫につ

いて考えてみました。 

 

 

YouTube 鳥ケ島庵へようこそ 


